
(57)【要約】

【課題】　光源装置内で自動的に安全な光量に調整がな

され、ライトガイドや生体への熱傷を防止することがで

きる内視鏡用光源装置を提供する。

【解決手段】　光源ランプ１２が、照明光を発生する。

コネクタ受８が、内視鏡２のライトガイドコネクタ７を

着脱自在に接続させる。接続判別手段２６、２７が、前

記コネクタ受８にライトガイドコネクタ７が接続された

か否かを判別する。種類判別手段２０、２１が、前記コ

ネクタ受８に接続されたライトガイドコネクタ７の種類

を判別する。制御部が、前記接続判別手段２６、２７お

よび前記種類判別手段２０、２１の判別結果に基づいて

制御を行う。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 照 明 光 を 発 生 す る 光 源 ラ ン プ と 、
　 内 視 鏡 の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 受 と 、
　 前 記 コ ネ ク タ 受 に ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 接 続 さ れ た か 否 か を 判 別 す る 接 続 判 別 手 段 と
、
　 前 記 コ ネ ク タ 受 に 接 続 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 種 類 を 判 別 す る 種 類 判 別 手 段 と 、
　 前 記 接 続 判 別 手 段 お よ び 前 記 種 類 判 別 手 段 の 判 別 結 果 に 基 づ い て 制 御 を 行 う 制 御 部 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 源 ラ ン プ か ら 発 せ ら れ た 照 明 光 の 光 路 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ
が 未 接 続 で あ る と き 、 前 記 コ ネ ク タ 受 か ら の 照 明 光 を 遮 断 す る 光 遮 断 手 段 と
を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 接 続 判 別 手 段 お よ び 前 記 種 類 判 別 手 段 の 判 別 結 果 に 基 づ い て 、 該 内
視 鏡 光 源 装 置 の 設 定 ス イ ッ チ あ る い は 表 示 部 を 切 り 替 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ あ る
い は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 シ ス テ ム に は 、 被 写 体 を 照 射 す る た め 、 内 視 鏡 に 組 み 込 ま れ た ラ イ ト ガ イ ド に 照
明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 が 設 け ら れ て い る 。 ラ イ ト ガ イ ド は 光 源 装 置 と 組 み 合 わ さ れ て 使
用 さ れ 、 様 々 な 種 類 が 存 在 す る 。 例 え ば 入 射 端 径 の 小 さ い タ イ プ の ラ イ ト ガ イ ド 等 に お い
て は 、 入 射 す る 照 明 光 を 明 る く し 過 ぎ る と 、 生 腔 内 で の 照 射 部 位 の 発 熱 量 が 大 き く な り 過
ぎ る 恐 れ が あ る 。 そ こ で 、 内 視 鏡 の 使 用 時 に は 、 ラ イ ト ガ イ ド の 種 類 に 応 じ て 供 給 す る 照
明 光 の 明 る さ を 調 整 す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め 、 内 視 鏡 の 光 源 装 置
に 接 続 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド の 種 類 に 応 じ て 最 適 な 照 明 光 の 明 る さ お よ び 配 光 を 得 る こ と の
で き る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に つ い て 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ４ は 、 か か る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 の 構 造 図 で あ る 。 同 図 に お け る 光 源 装 置 で は 、 接 続
さ れ る ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ０ ８ の 種 類 を 判 別 す る ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 判 別 手 段 １ ６
３ 、 １ ６ ４ と 、 照 明 光 の 光 路 上 に 照 明 光 を 制 限 す る 制 限 手 段 １ ２ ９ と を 設 け 、 判 別 手 段 １
６ ３ 、 １ ６ ４ に よ り 判 別 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ０ ８ の 種 類 に 応 じ て 、 ラ イ ト ガ イ
ド に 入 射 す る 照 明 光 の 光 量 を 適 正 に 調 整 す る 光 量 調 整 手 段 と を 備 え て 構 成 さ れ る 。 ラ イ ト
ガ イ ド の 先 端 に お け る 焼 け の 発 生 や 、 体 腔 内 に 熱 傷 を 引 き 起 こ さ な い よ う 、 ラ イ ト ガ イ ド
の 入 射 端 径 の 小 さ い 内 視 鏡 で あ っ て も 、 入 射 さ せ る 照 明 光 の 明 る さ が 強 す ぎ る こ と の な い
よ う 、 最 適 な 明 る さ の 照 明 光 を 内 視 鏡 に 供 給 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ １ ０ ４ ０ ３ 号 公 報 （ 要 約 、 図 ３ 、 図 ９ 、 段 落 ０ ０ ０ ５ ～
０ ０ ０ ７ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 安 全 上 の 観 点 か ら は 、 光 源 装 置 を 含 む 内 視 鏡 シ ス テ ム の 一 部 分 に 故 障 （ 以 下 、 単 一 故 障
と す る ） が 発 生 し た 場 合 で あ っ て も 、 内 視 鏡 シ ス テ ム の 操 作 者 や 被 検 体 で あ る 患 者 等 に と
っ て 常 に 安 全 で あ る よ う な 内 視 鏡 用 光 源 装 置 が 望 ま し い 。
　 こ う し た 要 求 を 満 た す 光 源 装 置 の 一 つ と し て 、 接 続 さ れ る 内 視 鏡 の 種 類 に よ っ て 、 操 作
者 が 安 全 な 明 る さ に 切 り 替 え る た め の ス イ ッ チ を そ の 操 作 パ ネ ル 上 に 設 け た 光 源 装 置 が あ
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る 。 か か る 光 源 装 置 で は 、 ラ イ ト ガ イ ド の 単 一 故 障 時 に は 、 操 作 パ ネ ル 上 か ら ラ イ ト ガ イ
ド の 照 明 光 の 光 量 を 調 整 す る こ と が で き る の が 一 般 的 で あ る 。 し か し 、 ラ イ ト ガ イ ド の 単
一 故 障 に よ っ て 想 定 し な い 光 量 の 照 明 光 が 内 視 鏡 に 入 射 し た 場 合 で あ っ て も 操 作 者 の ス イ
ッ チ 操 作 に よ ら な け れ ば 光 量 を 調 整 で き な い 。 か か る 非 常 時 で あ っ て も 操 作 者 の ス イ ッ チ
操 作 に よ ら ず に 光 量 を 調 整 す る こ と の で き る 、 よ り 安 全 性 を 高 め た 光 源 装 置 が 求 め ら れ て
い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の ラ イ ト ガ イ ド の 種 類 あ る い は 接 続 状 態 を 判 別 す る 手 段 が 故 障 し た 場
合 等 に お い て も 、 光 源 装 置 内 で 自 動 的 に 安 全 な 光 量 に 調 整 が な さ れ 、 ラ イ ト ガ イ ド や 生 体
へ の 熱 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 照 明 光 を 発 生 す る 光 源 ラ ン プ と 、 内 視 鏡 の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 着
脱 自 在 に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 受 と 、 前 記 コ ネ ク タ 受 に ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 接 続 さ れ た
か 否 か を 判 別 す る 接 続 判 別 手 段 と 、 前 記 コ ネ ク タ 受 に 接 続 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の
種 類 を 判 別 す る 種 類 判 別 手 段 と 、 前 記 接 続 判 別 手 段 お よ び 前 記 種 類 判 別 手 段 の 判 別 結 果 に
基 づ い て 制 御 を 行 う 制 御 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 接 続 判 別 手 段 が 、 コ ネ ク タ 受 に ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い る か 否 か を 判 断 し
、 種 類 判 別 手 段 が 、 コ ネ ク タ 受 に 接 続 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 種 類 を 判 別 す る 。 ２
つ の 判 別 手 段 の 判 別 結 果 の 組 合 せ か ら 、 い ず れ か の 判 別 手 段 に 故 障 が 発 生 し て も こ れ を 検
知 し 、 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 制 御 と は 、 光 源 ラ ン プ か ら 供 給 さ れ る 照 明 光 の 光 量 を 適 切 に 調 整 す る こ と で も よ い
。 ま た 、 光 源 装 置 の 操 作 パ ネ ル 上 の 設 定 ス イ ッ チ や 表 示 部 の 切 り 替 え を 行 わ せ て も よ い 。
　 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 未 接 続 の と き に 照 明 光 が 光 源 装 置 か ら 漏 れ る こ と の な い よ う 、
光 遮 断 手 段 を 更 に 設 け て も よ い 。 光 遮 断 手 段 は 、 弾 性 部 材 で 構 成 さ れ る こ と と し て も よ い
し 、 蝶 番 で 構 成 さ れ る こ と と し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 接 続 の 有 無 お よ び 接 続 さ れ て い る ラ イ ト ガ イ
ド コ ネ ク タ の 種 類 を 判 別 す る こ と が で き る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 接 続 状 態 に 応 じ て 、
照 明 光 を 適 切 な 光 量 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
＜ 実 施 例 １ ＞
　 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 光 源 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係
る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 構 成 に つ い て の 概 略 図 で あ る 。 内 視 鏡 シ ス テ ム ３ は 、 内 視 鏡 ２ と
、 内 視 鏡 ２ 内 に 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 １ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 内 視 鏡 ２ は 、 例 え ば 体 腔 内 の 観 察 お よ び 処 置 を 行 う の に 用 い ら れ 、 挿 入 部 ４ 、 操 作 部 ５
お よ び ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル ６ を 備 え て 構 成 さ れ る 。 操 作 部 ５ は 、 挿 入 部 ４ の 基 端 側 に 形
成 さ れ る 。 ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル ６ は 、 操 作 部 ５ の 側 面 に 接 続 さ れ 、 そ の 先 端 部 に は ラ イ
ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ が 設 け ら れ て い る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ は 、 光 源 装 置 １ の 出 力 端
で あ る コ ネ ク タ 受 部 ８ に 接 続 が 可 能 で あ る 。 光 源 装 置 １ か ら 内 視 鏡 ２ 内 に 供 給 さ れ る 照 明
光 は 、 内 視 鏡 ２ 内 に 設 け ら れ た 挿 入 部 ４ の 先 端 か ら 被 写 体 に 向 け て 出 射 さ れ る 。 照 明 さ れ
た 被 写 体 の 像 は 、 挿 入 部 ４ の 先 端 か ら 内 視 鏡 ２ 内 に 設 け ら れ た イ メ ー ジ ガ イ ド に て 導 光 さ
れ 、 光 学 系 を 介 し て 観 察 お よ び 診 断 が な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 な お 、 Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 撮 像 装 置 を 内 蔵 し た テ レ ビ カ メ ラ ヘ ッ ド ９ を 取 り 付 け て 撮 像 す る テ レ
ビ カ メ ラ シ ス テ ム を 採 用 す る 場 合 に あ っ て は 、 テ レ ビ カ メ ラ ヘ ッ ド ９ か ら の 撮 像 電 気 信 号
を 、 カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ Ｃ Ｃ Ｕ ） １ ０ で 信 号 処 理 し た 後 、 モ ニ タ １ １ へ 映 像 信
号 を 送 る こ と で モ ニ タ １ １ の 画 面 に 被 写 体 像 を 映 し 出 し 、 観 察 、 診 断 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 内 視 鏡 シ ス テ ム の 、 光 源 装 置 １ の 概 略 図 で あ る 。 光 源 装 置 １ は 、 本 体 内
部 に ラ ン プ １ ２ を 備 え る 。 ラ ン プ １ ２ か ら 出 射 し た 照 明 光 は 、 光 学 系 を 通 じ て コ ネ ク タ 受
部 ８ に 接 続 さ れ た 内 視 鏡 ２ の 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ の ラ イ ト ガ イ ド １ ３ に 入 射 す る 。
　 図 ３ は 、 図 ２ の 光 源 装 置 １ の 光 学 系 の 構 成 図 で あ る 。 照 明 光 の 光 路 上 に は 、 ラ ン プ １ ２
か ら 順 に 、 出 射 側 レ ン ズ １ ４ 、 絞 り １ ５ 、 第 １ の 入 射 側 レ ン ズ １ ６ 、 第 ２ の 入 射 側 レ ン ズ
１ ７ お よ び 制 限 手 段 １ ８ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 出 射 側 レ ン ズ １ ４ は 、 ラ ン プ １ ２ か ら 出 射 し た 照 明 光 を 最 初 に 受 け て 、 集 光 光 線 を 形 成
す る 。 絞 り １ ５ は 、 集 光 点 の 直 前 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 照 明 光 を 制 限 し て そ の 明 る さ を 制 御
す る 。 な お 、 絞 り １ ５ は 図 ２ の 調 光 回 路 １ ９ に よ っ て 制 御 さ れ 、 被 写 体 の 明 る さ が 一 定 と
な る よ う に 絞 り 調 整 が な さ れ る 。 照 明 光 は 、 絞 り １ ５ を 経 て 第 １ の 入 射 側 レ ン ズ １ ６ に 入
射 し 、 平 行 光 線 に 変 換 さ れ る 。 平 行 光 線 に 変 換 さ れ た 後 、 照 明 光 は 第 ２ の 入 射 側 レ ン ズ １
７ に 入 射 し 、 再 び 集 光 さ れ る 。 集 光 さ れ た 照 明 光 は 、 コ ネ ク タ 受 部 ８ に 接 続 さ れ た 内 視 鏡
２ の 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ の ラ イ ト ガ イ ド １ ３ 先 端 に 入 射 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 制 限 手 段 １ ８ は 、 例 え ば マ ス ク を 含 ん で 構 成 さ れ 、 第 １ の 入 射 側 レ ン ズ １ ６ と 第 ２ の 入
射 側 レ ン ズ １ ７ と の 間 で あ っ て 、 第 １ の 入 射 側 レ ン ズ １ ６ に よ っ て 平 行 光 線 に 変 換 さ れ た
照 明 光 が 入 射 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 不 図 示 の 制 御 部 か ら の 命 令 に 基 づ い て 、 ラ イ ト ガ イ
ド コ ネ ク タ ７ の ラ イ ト ガ イ ド １ ３ 先 端 に 入 射 す る 照 明 光 を マ ス ク 等 に よ っ て 制 限 す る 。 制
限 手 段 １ ８ に よ っ て 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ３ 先 端 に 入 射 す る 照 明 光 が 、 内 視 鏡 ２ の ラ イ ト ガ イ
ド コ ネ ク タ ７ の 種 類 に 応 じ て 適 正 な 光 量 に 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ は 、 光 源 装 置 １ の コ ネ ク タ 受 部 ８ の 断 面 図 で あ る 。 光 源 装 置 １ 内 の コ ネ ク タ 受 部 ８
に は 、 ２ つ の 判 別 手 段 が 設 け ら れ る 。
　 ２ つ の 判 別 手 段 の う ち 、 一 方 の 判 別 手 段 で あ る 種 類 判 別 手 段 は 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ と
、 遮 光 部 ６ ３ を 備 え る 応 動 部 材 ２ １ と か ら 構 成 さ れ る 。 ば ね 等 の 弾 性 体 に よ り 、 応 動 部 材
２ １ は 常 に 図 ４ の 左 方 向 に 不 図 示 の ガ イ ド 手 段 に よ り 付 勢 さ れ て い る 。 応 動 部 材 ２ １ は 、
コ ネ ク タ 受 部 ８ に 内 視 鏡 ２ の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ が 接 続 さ れ た と き に 、 ラ イ ト ガ イ ド
コ ネ ク タ ７ の 差 込 軸 方 向 へ 移 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 最 左 端 に は 、 固 定 ね じ ６ ２ に よ っ
て 固 定 さ れ た ス ト ッ パ ６ １ が 設 け ら れ て お り 、 応 動 部 材 ２ １ の 左 方 向 へ の 移 動 を 制 限 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 他 方 の 判 別 手 段 で あ る 接 続 判 別 手 段 は 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ と 、 弾 性 部 材 に て 形 成 さ れ
た 遮 光 ば ね ２ ７ と か ら 構 成 さ れ る 。 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ３ ３ に 係 合 爪 等 で
固 定 さ れ て お り 、 遮 蔽 物 の 有 無 を 検 知 す る 。 ブ ラ ケ ッ ト ３ ３ は 、 コ ネ ク タ 受 部 ８ に 設 け た
固 定 ね じ ３ ４ に て 締 結 さ れ て い る 。 遮 光 ば ね ２ ７ は 、 コ ネ ク タ 受 部 ８ に 設 け ら れ た 固 定 ね
じ ３ ０ に 凡 そ 片 持 ち 状 態 で 締 結 さ れ 、 窪 み 部 ２ ９ の 斜 面 ６ ４ を 押 圧 す る よ う に 付 勢 さ れ て
い る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ が 未 接 続 の 場 合 で あ っ て も 、 光 源 で あ る ラ ン プ １ ２ か ら の
照 明 光 が 遮 光 ば ね ２ ７ に よ っ て 遮 ら れ 、 光 源 装 置 １ か ら 大 量 の 光 が 漏 れ て 内 視 鏡 ２ に 入 射
す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ は 、 遮 光 ば ね ２ ７ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 遮 光 ば ね ２ ７ に は 、 曲 げ 上 げ 部 ３ １ が 設
け ら れ て い る 。 コ ネ ク タ 受 部 ８ に 取 り 付 け ら れ る 際 に は 、 曲 げ 上 げ 部 ３ １ に は 、 例 え ば 、
遮 光 性 に 優 れ た 黒 色 系 か ら な る 絶 縁 シ ー ト ３ ２ 等 が 固 定 さ れ る 。
　 内 視 鏡 ２ の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ を コ ネ ク タ 受 部 ８ の 挿 通 穴 ２ ８ に 挿 入 す る と 、 ラ イ
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ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ の 先 端 に よ り 低 力 量 で 遮 光 ば ね ２ ７ が 図 ４ で は 斜 め 上 方 に 押 し 上 げ ら
れ る 。 遮 光 ば ね ２ ７ は 、 凡 そ 円 の 軌 跡 を 描 い て 斜 め 上 方 に 退 避 す る 。 絶 縁 シ ー ト ３ ２ の 先
端 部 は 、 遮 光 ば ね ２ ７ の 斜 め 上 方 へ の 退 避 運 動 に 伴 い 、 斜 め 上 方 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 絶 縁 シ ー ト ３ ２ の 移 動 量 は 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ の 感 知 領 域 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い
る 。 こ の た め 、 絶 縁 シ ー ト ３ ２ は 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ 未 接 続 の 場 合 は 光 学 式 セ ン サ
ー ２ ６ の 感 知 領 域 内 に 位 置 し て い る が 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ を 接 続 し た 場 合 は 感 知 領
域 外 へ 退 避 す る 。 こ れ よ り 、 絶 縁 シ ー ト ３ ２ の 移 動 に よ り 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ は 、 そ の
感 知 す る 領 域 内 の 遮 蔽 物 が な く な っ た と し て 「 遮 蔽 物 な し 」 と 認 識 す る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ
ネ ク タ ７ が 未 接 続 の 場 合 、 絶 縁 シ ー ト ３ ２ に よ っ て 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ は 、 「 遮 蔽 物 有
り 」 と 認 識 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ は 光 源 装 置 １ 内 で ２ 次 回 路 の 一 部 を 構 成 し 、 一 方 、 遮 光 ば ね
２ ７ は 、 光 源 装 置 １ 内 で 患 者 回 路 の 一 部 を 構 成 す る 。 絶 縁 シ ー ト ３ ２ は 、 ２ 次 回 路 の 光 学
式 セ ン サ ー ２ ６ と 患 者 回 路 の 遮 光 ば ね ２ ７ と が 電 気 的 に 接 触 し な い よ う 、 光 学 式 セ ン サ ー
２ ６ と 遮 光 ば ね ２ ７ と の 絶 縁 距 離 を 安 全 上 の 観 点 か ら 確 保 す る た め に 設 け ら れ る 。 光 源 装
置 の 回 路 構 成 に よ っ て は 、 遮 光 ば ね ２ ７ の 曲 げ 上 げ 部 ３ １ を 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ 未
接 続 時 は 直 接 感 知 領 域 に あ り 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ７ が 挿 入 さ れ る と 光 学 式 セ ン サ ー ２
６ の 感 知 領 域 か ら 外 れ る よ う な 位 置 に 配 置 さ せ る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ は 、 本 実 施 例 に お け る 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ と 種 類 判 別 手 段 と の 関 係 を 説 明 す る
図 で あ る 。 同 図 に 表 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ に 関 し 、 （ ａ ） で は 低 輝 度 用 ラ イ ト ガ イ
ド コ ネ ク タ ２ ５ 、 （ ｂ ） で は 中 輝 度 用 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ３ で あ る 。 （ ａ ） の 低 輝 度
用 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ （ 以 下 、 低 輝 度 コ ネ ク タ ） ２ ５ は 、 フ ラ ン ジ 形 状 が 設 け ら れ て い
な い 。 こ れ に 対 し 、 （ ｂ ） の 中 輝 度 用 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ （ 以 下 、 中 輝 度 コ ネ ク タ ） ２
３ に は 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ の 高 さ 寸 法 を Ｘ と す る 。 こ こ
で 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ の 高 さ 寸 法 と は 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 未 挿 入 時 に お け る 応 動 部 材
２ １ の 左 端 の 位 置 を 基 準 と し 、 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ の 接 続 時 の 、 応 動 部 材 ２ １ の 左 端 の 位
置 、 す な わ ち フ ラ ン ジ 部 ２ ４ と ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ と が 当 接 す る 位 置 に よ っ て 定 め ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ の 有 無 に よ り 、 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ 、 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ を 接 続 し た 際
の 応 動 部 材 ２ １ の 位 置 は 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 寸 法 Ｘ 分 異 な る 。 寸 法 Ｘ は 、 図 ６ （ ａ
） で 表 さ れ る 応 動 部 材 ２ １ の 初 期 位 置 か ら 、 図 ６ （ ｂ ） で 表 さ れ る 応 動 部 材 ２ １ の 遮 光 部
６ ３ が 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ の 感 知 領 域 内 に 収 ま る 位 置 ま で 、 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ が 移 動 す
る の に 必 要 な 距 離 に 設 定 さ れ る 。 こ の た め 、 同 図 の （ ａ ） の よ う に 、 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５
接 続 時 に は 、 応 動 部 材 ２ １ の 遮 光 部 ６ ３ は 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ の 感 知 領 域 外 に 位 置 し 、 光
学 式 セ ン サ ー ２ ０ は 「 遮 蔽 物 な し 」 と 認 識 す る 。 （ ｂ ） の 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ 接 続 時 に は
、 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ の 端 部 （ 図 中 の 右 端 ） が 応 動 部 材 ２ １ の 端 部 （ 図 中 の 左 端 ） に 当 接 し た
状 態 で 、 応 動 部 材 ２ １ が ば ね 等 の 付 勢 力 に 抗 し て 寸 法 Ｘ だ け 押 し 込 ま れ る の で 、 応 動 部 材
２ １ の 遮 光 部 ６ ３ が 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ の 感 知 領 域 内 に 移 動 し 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ は 「
遮 蔽 物 有 り 」 と 認 識 す る 。 こ の よ う に 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ と 応 動 部 材 ２ １ と に よ り 、 低
輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ と 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ と の 区 別 が 可 能 と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ２ つ の 判 別 手 段 、 す な わ ち 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ と 遮 光 ば ね ２ ７ と か ら 構 成 さ れ る 接 続 判
別 手 段 と 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ と 応 動 部 材 ２ １ と か ら 構 成 さ れ る 種 類 判 別 手 段 と に よ っ て
、 正 常 に 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ あ る い は 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ が 接 続 さ れ た 場 合 、 お よ び ラ イ
ト ガ イ ド コ ネ ク タ 未 接 続 時 の 正 常 な 検 知 状 態 を 区 分 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ （ ａ ） は 、 本 実 施 例 に お い て 、 正 常 に ラ イ ト ガ イ ド が 接 続 さ れ た と き の ２ つ の 光 学
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式 セ ン サ ー ２ ０ 、 ２ ６ の 検 知 状 態 の 組 合 せ を 示 す 図 で あ る 。 同 図 中 の 「 ○ 」 は 、 光 学 式 セ
ン サ ー ２ ０ 、 ２ ６ そ れ ぞ れ に つ い て 、 そ の 感 知 領 域 内 に 「 遮 蔽 物 有 り 」 と 判 断 さ れ 、 図 ３
で は 不 図 示 の 制 御 部 が 、 シ ョ ー ト 信 号 を 受 け る こ と を 表 し 、 「 × 」 は 、 感 知 領 域 内 に は 「
遮 蔽 物 な し 」 と 判 断 さ れ 、 制 御 部 が オ ー プ ン 信 号 を 受 け る こ と を 表 す 。 例 え ば 、 光 学 式 セ
ン サ ー ２ ０ に て 「 遮 蔽 物 有 り 」 と 感 知 さ れ 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ に て 「 遮 蔽 物 な し 」 と 感
知 さ れ る 場 合 、 検 知 状 態 の 組 合 せ を （ ○ 、 × ） と 表 す こ と に す る 。 ラ イ ト ガ イ ド 未 接 続 、
低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ 接 続 時 お よ び 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ 接 続 時 の 、 ２ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の
検 知 状 態 は 下 の よ う に な る 。
（ １ ） ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 未 接 続 の と き は 、 （ × 、 ○ ） で あ る 。 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０
は 「 遮 蔽 物 な し 」 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ は 絶 縁 シ ー ト ３ ２ に よ り 「 遮 蔽 物 有 り 」 と さ れ る
。
（ ２ ） 図 ６ （ ａ ） の 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ を 接 続 し た と き は 、 （ × 、 × ） で あ る 。 応 動 部 材
２ １ が 移 動 し な い こ と か ら 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ は 「 遮 蔽 物 な し 」 の ま ま で 、 光 学 式 セ ン サ
ー ２ ６ は 絶 縁 シ ー ト ３ ２ の 退 避 に よ り 「 遮 蔽 物 な し 」 と さ れ る 。
（ ３ ） 図 ６ （ ｂ ） の 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ を 接 続 し た と き は 、 （ ○ 、 × ） で あ る 。 応 動 部 材
２ １ が 寸 法 Ｘ だ け 奥 へ 移 動 す る こ と か ら 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ は 「 遮 蔽 物 有 り 」 と さ れ 、 絶
縁 シ ー ト ３ ２ の 退 避 に よ り 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ は 「 遮 蔽 物 な し 」 と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 ２ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合 せ に よ り 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ
が 未 接 続 、 低 輝 度 コ ネ ク タ の 接 続 あ る い は 中 輝 度 コ ネ ク タ の 接 続 の う ち 、 い ず れ の 状 態 で
あ る か を 判 別 す る こ と が で き る 。 ２ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合 せ に 基 づ い て 、
図 ３ で は 不 図 示 の 制 御 部 が 制 限 手 段 １ ８ に 対 し 、 適 正 な 光 量 の 照 明 光 を 出 射 す る よ う 指 示
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ７ （ ｂ ） は 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ が 故 障 し た と き の 、 ２ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状
態 を 示 す 図 で あ る 。 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ が 接 続 さ れ て い て も 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ の 故 障
に よ り 正 し く 状 態 を 認 識 す る こ と が で き ず 、 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ の 接 続 時 と 同 じ （ × 、 ×
） の 検 知 状 態 を 示 す 。 こ の 場 合 で あ っ て も 、 光 源 装 置 １ の 制 御 部 が 、 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５
接 続 時 の 適 正 な 光 量 の 照 明 光 を 出 射 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ７ （ ｃ ） は 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ が 故 障 し た と き の 、 ２ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状
態 を 示 す 図 で あ る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 未 接 続 の 場 合 で あ っ て も 、 光 学 式 セ ン サ ー ２
６ の 故 障 に よ り 正 し く 状 態 を 認 識 す る こ と が で き ず 、 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ 接 続 時 と 同 じ 検
知 状 態 （ × 、 × ） を 示 す 。 こ の 場 合 で あ っ て も 、 照 明 光 は 遮 光 ば ね ２ ７ に よ っ て 遮 断 さ れ
て お り 、 照 明 光 が 光 源 装 置 １ の 外 部 に 漏 れ る こ と を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ あ る い は ２ ６ の 断 線 や 接 続 端 子 が
抜 け た こ と 等 、 故 障 が 発 生 し た 場 合 で あ っ て も 、 光 学 式 セ ン サ ー ２ ０ 、 ２ ６ の 検 知 状 態 の
変 化 に 基 づ い て 光 源 装 置 １ か ら 出 射 さ れ る 光 量 が 適 宜 制 限 さ れ る た め 、 安 全 面 に 関 す る 問
題 の 発 生 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 絶 縁 シ ー ト ３ ２ が 取 り 付 け 位 置 か ら 脱 落 す る こ と に よ る 故 障 の 場 合 は 、 ラ イ ト ガ
イ ド コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い な い 場 合 で あ っ て も 光 学 式 セ ン サ ー ２ ６ に て 「 遮 蔽 物 な し 」
と 認 識 さ れ 、 図 ７ （ ｃ ） と 同 様 の 検 知 状 態 （ × 、 × ） が 得 ら れ る 。 ラ イ ト ガ イ ド が 未 接 続
で あ っ て も 、 遮 蔽 ば ね ２ ７ に よ っ て 照 明 光 が 遮 ら れ る 。 こ の た め 、 照 明 光 が 光 源 装 置 １ の
外 部 に 漏 れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ７ の 、 ２ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合 せ に 基 づ い て 、 光 源 装 置 １ の 操 作 パ ネ
ル 上 の 表 示 を 切 り 替 え る こ と も で き る 。 図 ８ は 、 本 実 施 例 に お け る 操 作 パ ネ ル の 一 例 で あ
る 。 操 作 パ ネ ル ３ ６ 上 に は 、 各 種 の 設 定 ス イ ッ チ ３ ７ や 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ８ が 配 置 さ れ て い
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る 。 設 定 ス イ ッ チ ３ ７ と し て 、 例 え ば 輝 度 を 設 定 す る 輝 度 ス イ ッ チ ３ ９ 、 送 気 ／ 送 水 ス イ
ッ チ ４ １ お よ び 透 過 照 明 ス イ ッ チ ４ ２ 等 が 配 置 さ れ て い る 。 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ８ と し て 、 例
え ば 輝 度 表 示 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ０ や 透 過 照 明 表 示 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ３ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 輝 度 ス イ ッ チ ３ ９ は 、 照 明 光 を 中 輝 度 や 低 輝 度 に 切 り 替 え る ス イ ッ チ で あ り 、 例 え ば 、
中 輝 度 の 照 明 光 に 耐 性 を 有 す る 外 科 用 ラ イ ト ガ イ ド を 接 続 す る と き に 使 用 す る 。 送 気 ／ 送
水 ス イ ッ チ ４ １ は 、 送 気 や 送 水 の 機 能 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替 え る ス イ ッ チ で あ る 。 透 過 照
明 ス イ ッ チ ４ ２ は 、 一 定 時 間 の み 大 光 量 を 照 射 し て 体 腔 内 の 内 視 鏡 位 置 を 目 視 に て 確 認 す
る 際 に 用 い ら れ る 、 透 過 照 明 機 能 を 実 現 す る ス イ ッ チ で あ る 。 送 気 ／ 送 水 ス イ ッ チ ４ １ と
透 過 照 明 ス イ ッ チ ４ ２ と は 、 消 化 管 用 軟 性 鏡 の み で 使 用 さ れ る 。 な お 、 こ こ で の 消 化 管 用
軟 性 鏡 は 、 低 輝 度 で 使 用 さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 例 に お け る 操 作 パ ネ ル ３ ６ の 表 示 の 切 り 替 え を 、 例 を 挙 げ て 説 明 す る 。 低 輝 度 で
使 用 さ れ る 消 化 管 用 軟 性 鏡 の ラ イ ト ガ イ ド を 接 続 す る と き は 、 使 用 し な い 輝 度 ス イ ッ チ ３
９ を オ フ に 設 定 し 、 輝 度 表 示 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ０ を 消 灯 さ せ る 。 送 気 ／ 送 水 ス イ ッ チ ４ １ 、 透 過 照
明 ス イ ッ チ ４ ２ を オ ン に し 、 透 過 照 明 表 示 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ３ を 点 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 例 え ば 外 科 用 ラ イ ト ガ イ ド 等 の 、 中 輝 度 で 使 用 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド を 接 続 す る と き は 、
輝 度 ス イ ッ チ ３ ９ を オ ン に 設 定 し 、 輝 度 表 示 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ０ を 点 灯 さ せ る 。 使 用 し な い 送 気 ／
送 水 ス イ ッ チ ４ １ お よ び 透 過 照 明 ス イ ッ チ ４ ２ は オ フ に 設 定 し 、 透 過 照 明 表 示 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ３
を 消 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 未 接 続 の と き は 、 騒 音 を 低 減 さ せ る た め 、 光 源 装 置 １ 内 部 の ポ
ン プ 駆 動 を 停 止 さ せ る 。 加 え て 、 操 作 パ ネ ル ３ ６ 上 の 設 定 ス イ ッ チ ３ ７ や 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ ３
８ に よ っ て 示 さ れ る 機 能 は い ず れ も 用 い な い と し て 、 全 て の 設 定 ス イ ッ チ ３ ７ を オ フ に 設
定 し 、 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ８ を 消 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 光 源 装 置 に よ れ ば 、 コ ネ ク タ 受 部 に 接 続 さ
れ る ラ イ ト ガ イ ド の 種 類 を 判 別 す る 種 類 判 別 手 段 と 、 ラ イ ト ガ イ ド が コ ネ ク タ 受 部 に 接 続
さ れ て い る か 否 か を 判 別 す る 接 続 判 別 手 段 と が 設 け ら れ 、 更 に 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が
未 接 続 の 際 に 、 光 源 ラ ン プ か ら の 照 明 光 が 光 源 装 置 の 外 部 に 漏 れ 出 す こ と を 防 止 す る 光 遮
断 手 段 で あ る 遮 光 ば ね が 設 け ら れ て い る 。 種 類 判 別 手 段 お よ び 接 続 判 別 手 段 に よ っ て 、 ラ
イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 接 続 の 有 無 、 接 続 さ れ て い る ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 種 類 が 判 別 さ
れ る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 未 接 続 で あ る 場 合 は 、 光 遮 断 手 段 で あ る 遮 光 ば ね に よ っ て
照 明 光 が 外 部 に 漏 れ な い よ う に さ れ て い る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 接 続 さ れ て い る 場 合 は
、 判 別 結 果 に 基 づ い て 、 安 全 な 光 量 に 調 整 す る よ う 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 種 類 判 別 手 段 と 接 続 判 別 手 段 の そ れ ぞ れ の 判 別 結 果 を 組 み 合 わ せ て ラ イ ト ガ イ ド の 接 続
状 態 お よ び 接 続 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 種 類 を 判 断 し て い る 。 こ の た め 、 各 判 別 手
段 が 単 一 で 故 障 し た 場 合 で あ っ て も 、 ２ つ の 判 別 手 段 の 判 別 結 果 の 組 合 せ に 基 づ い て 適 切
な 光 量 に 調 整 を 行 い 、 ラ イ ト ガ イ ド の 焼 け や 被 検 体 等 の 熱 傷 等 の 発 生 を 未 然 に 確 実 に 防 ぐ
こ と が で き る 。 更 に 、 接 続 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 種 類 に 応 じ て 、 操 作 者 に と っ て
使 い 勝 手 が 良 く 、 誤 操 作 を 未 然 に 防 ぐ 操 作 パ ネ ル の 表 示 を 実 現 す る こ と も で き る 。
＜ 実 施 例 ２ ＞
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 光 源 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 ラ イ ト ガ
イ ド コ ネ ク タ の 種 類 を 判 別 す る 種 類 判 別 手 段 を 構 成 す る 光 学 式 セ ン サ ー が ２ 個 で 構 成 さ れ
、 照 明 光 を 遮 断 す る 光 遮 断 手 段 が 、 チ ョ ウ バ ン で 構 成 さ れ て い る 点 で 実 施 例 １ と 差 異 を 有
す る 。 内 視 鏡 シ ス テ ム 、 光 源 装 置 の う ち 光 学 系 の 構 成 に つ い て は 実 施 例 １ に 係 る シ ス テ ム
と 同 様 で あ る の で 、 こ こ で は そ の 説 明 を 割 愛 し 、 実 施 例 １ と 異 な る 点 に つ い て の み 説 明 す
る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ９ は 、 本 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 光 源 装 置 の 、 コ ネ ク タ 受 部 の 断 面 図 で あ る 。
ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 種 類 を 判 別 す る 種 類 判 別 手 段 は 、 ２ つ の 光 学 式 セ ン サ ー ４ ３ 、 ４
４ と 、 応 動 部 材 ４ ５ と か ら 構 成 さ れ る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 接 続 の 有 無 を 判 別 す る 接
続 判 別 手 段 は 、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ８ 、 チ ョ ウ バ ン ４ ９ お よ び コ イ ル ば ね ５ ０ か ら 構 成 さ れ
る 。 応 動 部 材 ４ ５ は 、 本 実 施 例 に お い て は 、 ２ つ の 遮 光 部 ６ ７ 、 ６ ８ を 備 え る 。 応 動 部 材
４ ５ お よ び 遮 光 部 ６ ７ 、 ６ ８ の 作 用 に つ い て は 、 実 施 例 １ の 応 動 部 材 ２ １ と 同 様 で あ る の
で 説 明 を 省 略 す る 。 チ ョ ウ バ ン ４ ９ お よ び コ イ ル ば ね ４ ９ は 、 光 遮 断 手 段 と し て 作 用 す る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ０ は 、 チ ョ ウ バ ン 、 コ イ ル ば ね の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 チ ョ ウ バ ン ４ ９ は 、 コ ネ ク
タ 受 部 ８ に 設 け ら れ た 固 定 ね じ ３ ０ に 、 凡 そ 片 持 ち 状 態 で 締 結 さ れ 、 常 に 窪 み 部 ２ ９ の 斜
面 ６ ９ を 押 圧 す る よ う に コ イ ル ば ね ５ ０ に よ っ て 付 勢 さ れ て い る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ
２ ２ が 未 接 続 の 場 合 、 チ ョ ウ バ ン ４ ９ は 挿 通 穴 ２ ８ を 塞 い で お り 、 チ ョ ウ バ ン ４ ９ 曲 げ 上
げ 部 ５ １ に 接 着 さ れ た 絶 縁 シ ー ト ３ ２ に よ り 、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ８ の 検 知 状 態 は 、 「 遮 蔽
物 有 り 」 と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 内 視 鏡 ２ の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ２ を 、 コ ネ ク タ 受 部 ８ の 挿 通 穴 ２ ８ に 挿 入 す る と 、
ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ２ の 先 端 に よ り 、 チ ョ ウ バ ン ４ ９ は 低 力 量 で 図 ９ で は 斜 め 上 方 に
押 し 上 げ ら れ る 。 チ ョ ウ バ ン ４ ９ は 、 そ の 軸 を 支 点 に 、 凡 そ 円 の 軌 跡 を 描 い て 斜 め 上 方 に
退 避 す る 。 絶 縁 シ ー ト ３ ２ の 先 端 部 は 、 チ ョ ウ バ ン ４ ９ の 斜 め 上 方 へ の 退 避 運 動 に 伴 い 、
チ ョ ウ バ ン ４ ９ の 曲 げ 上 げ 部 ５ １ に 押 さ れ 、 斜 め 上 方 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 絶 縁 シ ー ト ３ ２ の 移 動 量 は 、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ８ の 感 知 領 域 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い
る 。 こ の た め 、 絶 縁 シ ー ト ３ ２ は 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ２ 未 接 続 の 場 合 は 光 学 式 セ ン
サ ー ４ ８ の 感 知 領 域 内 に 位 置 し て い る が 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ２ を 接 続 し た 場 合 は 感
知 領 域 外 へ 退 避 す る 。 こ れ よ り 、 絶 縁 シ ー ト ３ ２ の 移 動 に よ り 、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ８ は 、
そ の 感 知 す る 領 域 内 の 遮 蔽 物 が な く な っ た と し て 、 そ の 検 知 状 態 は 「 遮 蔽 物 な し 」 と な る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ １ は 、 本 実 施 例 に お け る 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ と 種 類 判 別 手 段 と の 関 係 を 説 明 す
る 図 で あ る 。 同 図 中 に お い て 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ は 、 そ れ ぞ れ （ ａ ） は 低 輝 度 用 ラ イ
ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ５ 、 （ ｂ ） は 中 輝 度 用 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ２ ３ 、 （ ｃ ） は 高 輝 度 用
ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ４ ６ で あ る 。 実 施 例 １ と 同 様 、 （ ａ ） の 低 輝 度 用 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ
ク タ （ 以 下 、 低 輝 度 コ ネ ク タ ） ２ ５ は フ ラ ン ジ 形 状 が 設 け ら れ て お ら ず 、 （ ｂ ） の 中 輝 度
用 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ （ 以 下 、 中 輝 度 コ ネ ク タ ） ２ ３ は 高 さ 寸 法 Ｘ の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ が
設 け ら れ て い る 。 （ ｃ ） の 高 輝 度 用 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ （ 以 下 、 高 輝 度 コ ネ ク タ ） ４ ６
は 、 高 さ 寸 法 Ｘ ＋ Ｙ の フ ラ ン ジ 部 ４ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 フ ラ ン ジ 形 状 の 有 無 お よ び フ ラ ン ジ 部 の 高 さ 寸 法 に よ り 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ を 挿 通
穴 ２ ８ に 挿 入 し た と き 、 応 動 部 材 ４ ５ の 位 置 が 異 な る 。 （ ａ ） で は 、 種 類 判 別 手 段 を 構 成
す る ２ つ の 光 学 式 セ ン サ ー ４ ３ 、 ４ ４ の い ず れ の 感 知 領 域 に も 入 ら な い 。 （ ｂ ） で は 、 応
動 部 材 ４ ５ の 遮 光 部 ６ ７ が 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 挿 入 口 か ら 見 て 手 前 側 の 光 学 式 セ ン
サ ー ４ ３ の 感 知 領 域 に 入 る 。 （ ｃ ） で は 、 応 動 部 材 ４ ５ の 遮 光 部 ６ ８ が 、 光 学 式 セ ン サ ー
４ ４ の 感 知 領 域 に 入 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 光 学 式 セ ン サ ー ４ ３ 、 ４ ４ お よ び ４ ８ の 検 知 状 態 の 組 合 せ に よ り 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク
タ の 接 続 状 態 を 区 分 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ３ に て 「 遮 蔽 物 な し 」
、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ４ に て 「 遮 蔽 物 有 り 」 、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ８ に て 「 遮 蔽 物 な し 」 と 検
知 さ れ た 場 合 、 （ × 、 ○ 、 × ） と 表 す こ と に す る 。 図 １ ２ （ ａ ） は 、 本 実 施 例 に お い て 、

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-334007 A 2005.12.8



正 常 に ラ イ ト ガ イ ド が 接 続 さ れ た と き の ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー ４ ３ 、 ４ ４ お よ び ４ ８ の 検
知 状 態 の 組 合 せ を 示 す 図 で あ る 。 同 図 中 の 「 ○ 」 あ る い は 「 × 」 の 定 義 は 、 実 施 例 １ と 同
様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ２ （ ａ ） に お い て 、 ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー ４ ３ 、 ４ ４ お よ び ４ ８ の 検 知 状 態 の 組 合
せ は 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 接 続 状 態 に つ い て 、 未 接 続 、 低 輝 度 コ ネ ク タ 接 続 、 中 輝 度
コ ネ ク タ 接 続 あ る い は 高 輝 度 コ ネ ク タ 接 続 の い ず れ の 状 態 に あ る の か に よ っ て そ れ ぞ れ （
× 、 × 、 ○ ） 、 （ × 、 × 、 × ） 、 （ ○ 、 × 、 × ） あ る い は （ × 、 ○ 、 × ） と な り 、 全 て 異
な る 。 こ の た め 、 ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合 せ に よ り 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク
タ の 接 続 状 態 を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ２ （ ｂ ） は 、 本 実 施 例 に お い て 、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ３ が 故 障 し た 場 合 の 、 ３ つ の 光
学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合 せ を 示 す 図 で あ る 。 光 学 式 セ ン サ ー ４ ３ が 遮 蔽 物 の 有 無 を
正 し く 検 知 で き な い 場 合 、 中 輝 度 コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い る 状 態 で あ っ て も 、 誤 認 識 に よ
り 低 輝 度 コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い る の と 同 じ 検 知 状 態 （ × 、 × 、 × ） を 示 す 。 光 学 式 セ ン
サ ー の 検 知 状 態 に 基 づ い て 、 実 際 に は 中 輝 度 コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い て も 、 照 明 光 の 光 量
は 、 図 ３ の 制 限 手 段 １ ８ に よ り 、 低 輝 度 コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い る 場 合 の 適 切 な 光 量 に 調
整 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ２ （ ｃ ） は 、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ４ が 故 障 し た 場 合 の 、 ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知
状 態 の 組 合 せ を 示 す 図 で あ る 。 高 輝 度 コ ネ ク タ の 接 続 状 態 を 正 し く 認 識 す る こ と が で き ず
、 実 際 は 高 輝 度 コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い て も 、 検 知 状 態 は （ × 、 × 、 × ） と な り 、 低 輝 度
コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い る と 誤 認 識 す る 。 照 明 光 の 光 量 は 、 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 に
基 づ い て 行 わ れ る の で 、 高 輝 度 コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い る 場 合 で あ っ て も 、 図 ３ の 制 限 手
段 １ ８ に よ り 、 低 輝 度 コ ネ ク タ 接 続 時 の 光 量 に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ２ （ ｄ ） は 、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ８ が 故 障 し た 場 合 の 、 ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知
状 態 の 組 合 せ を 示 す 図 で あ る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 接 続 の 有 無 を 正 し く 認 識 す る こ と
が で き ず 、 実 際 は ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 未 接 続 で あ っ て も 、 検 知 状 態 は （ × 、 × 、 × ）
と な り 、 低 輝 度 コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い る と 誤 認 識 す る 。 こ の 場 合 で あ っ て も 、 照 明 光 は
チ ョ ウ バ ン ４ ９ に よ っ て 遮 断 さ れ て お り 、 光 源 装 置 １ の 外 部 に 漏 れ 出 す こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ３ は 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 接 続 時 に 、 光 源 装 置 １ の 応 動 部 材 ４ ５ が ラ イ ト ガ イ
ド コ ネ ク タ の フ ラ ン ジ 部 に 固 着 し た 場 合 に お け る ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合
せ を 示 す 図 で あ る 。 こ こ で 言 う 固 着 と は 、 応 動 部 材 を 付 勢 す る ば ね 等 の 弾 性 力 が 効 か な く
な り 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 挿 入 、 抜 去 に よ っ て も 、 応 動 部 材 が 自 在 に 移 動 で き ず に あ
る 位 置 に 留 ま っ た 状 態 を 表 す 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 応 動 部 材 ４ ５ が 高 輝 度 コ ネ ク タ ４ ６ の 接 続 時 に そ の フ ラ ン ジ 部 ４ ７ に 固 着 し た と す る 。
図 １ ３ （ ａ ） は 、 高 輝 度 用 コ ネ ク タ 接 続 時 に 、 フ ラ ン ジ 部 ４ ７ の 位 置 に て 応 動 部 材 が 固 着
し た 場 合 に お け る 、 ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合 せ を 示 す 図 で あ る 。 高 輝 度 コ
ネ ク タ ４ ６ 接 続 中 に お け る 固 着 に よ り 、 高 輝 度 コ ネ ク タ ４ ６ の 抜 去 後 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ
ク タ 未 接 続 の 状 態 に な っ て も 、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ４ は 依 然 「 遮 蔽 物 有 り 」 と 認 識 し 、 検 知
状 態 は 高 輝 度 コ ネ ク タ ４ ６ 接 続 状 態 の （ × 、 ○ 、 × ） か ら （ × 、 ○ 、 ○ ） に 変 わ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 未 接 続 時 、 （ × 、 ○ 、 ○ ） の 状 態 の 信 号 を 受 け た 制 御 部 は 、 光 源
装 置 １ の コ ネ ク タ 受 部 ８ の 状 態 に つ い て 何 ら か の 故 障 が 発 生 し て い る と 認 識 し 、 動 作 モ ー
ド を 「 故 障 モ ー ド 」 に 切 り 替 え る 。 故 障 モ ー ド で は 、 照 明 光 を 低 輝 度 コ ネ ク タ 接 続 時 に お
け る 小 光 量 に 調 整 し 、 図 ８ の 操 作 パ ネ ル ３ ６ 上 で 、 点 滅 表 示 等 に よ っ て 操 作 者 に 故 障 の 発
生 を 通 知 す る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 応 動 部 材 ４ ５ が 高 輝 度 用 コ ネ ク タ 接 続 時 に そ の フ ラ ン ジ 部 ４ ７ の 位 置 で 固 着 し た 場 合 、
高 輝 度 コ ネ ク タ ４ ６ の 抜 去 後 、 誤 っ て 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ あ る い は 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ を
接 続 す る こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 検 知 状 態 は 正 常 な 状 態 で 高 輝 度 コ ネ ク タ を 接 続 し た 場 合
と 同 様 （ × 、 ○ 、 × ） と な る 。 し か し 、 さ き に 動 作 モ ー ド を 故 障 モ ー ド に 切 り 替 え て い る
の で 、 光 量 は 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ 接 続 時 の 光 量 が 出 射 さ れ 、 大 光 量 の 照 明 光 が 光 源 装 置 １
か ら 出 射 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ３ （ ｂ ） は 、 中 輝 度 用 コ ネ ク タ 接 続 時 に 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ の 位 置 に て 応 動 部 材 が 固
着 し た 場 合 に お け る 、 ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合 せ を 示 す 図 で あ る 。 中 輝 度
コ ネ ク タ ２ ３ 接 続 中 に お け る 固 着 に よ り 、 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ の 抜 去 後 、 ラ イ ト ガ イ ド コ
ネ ク タ 未 接 続 の 状 態 に な っ て も 、 光 学 式 セ ン サ ー ４ ３ は 依 然 「 遮 蔽 物 有 り 」 と 認 識 し 、 検
知 状 態 は （ ○ 、 × 、 × ） か ら （ ○ 、 × 、 ○ ） に 変 わ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 未 接 続 時 、 （ ○ 、 × 、 ○ ） の 信 号 を 受 け た 制 御 部 は 、 光 源 装 置 １
の コ ネ ク タ 受 部 ８ の 状 態 に つ い て 、 何 ら か の 故 障 が 発 生 し て い る と 認 識 し 、 動 作 モ ー ド を
「 故 障 モ ー ド 」 に 切 り 替 え る 。 故 障 モ ー ド で は 、 照 明 光 を 低 輝 度 コ ネ ク タ 接 続 時 に お け る
小 光 量 に 調 整 し 、 図 ８ の 操 作 パ ネ ル ３ ６ 上 で 、 点 滅 表 示 等 に よ っ て 操 作 者 に 故 障 の 発 生 を
通 知 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 応 動 部 材 ４ ５ が 、 中 輝 度 用 コ ネ ク タ 接 続 時 に そ の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ の 位 置 で 固 着 し た と す
る 。 中 輝 度 用 コ ネ ク タ を 抜 去 し た 後 、 誤 っ て 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ を 接 続 す る こ と が あ る 。
応 動 部 材 ４ ５ は 固 着 し て い る た め 、 検 知 状 態 は 正 常 な 状 態 で 中 輝 度 コ ネ ク タ を 接 続 し た 場
合 と 同 様 （ ○ 、 × 、 × ） と な る 。 し か し 、 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ の 抜 去 後 、 応 動 部 材 ４ ５ の
固 着 を 認 識 し て い る の で 、 動 作 モ ー ド は 故 障 モ ー ド に 切 り 替 え ら れ て い る 。 こ の た め 、 応
動 部 材 ４ ５ の 固 着 に よ っ て 低 輝 度 コ ネ ク タ の 接 続 を 中 輝 度 コ ネ ク タ の 接 続 と 誤 認 識 さ れ る
よ う な 場 合 で あ っ て も 、 光 量 は 低 輝 度 コ ネ ク タ ２ ５ 接 続 時 の 光 量 に 調 整 さ れ 、 大 光 量 の 照
明 光 が 光 源 装 置 １ か ら 出 射 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 同 様 に 、 応 動 部 材 ４ ５ が 中 輝 度 用 コ ネ ク タ 接 続 時 に フ ラ ン ジ 部 ２ ４ の 位 置 で 固 着 し た 後
、 中 輝 度 コ ネ ク タ ２ ３ を 抜 去 し て 高 輝 度 コ ネ ク タ ４ ６ を 接 続 し た 場 合 を 考 え る 。 応 動 部 材
４ ５ は 、 固 着 状 態 に あ る 場 合 で あ っ て も 高 輝 度 コ ネ ク タ ４ ６ に よ っ て 強 制 的 に 図 ９ の 右 方
に 移 動 さ れ る 。 ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 は （ × 、 ○ 、 × ） と な り 、 正 常 な 状 態 に
お け る 高 輝 度 コ ネ ク タ 接 続 時 と 同 じ 検 知 状 態 を 示 す 。 か か る 場 合 で あ っ て も 、 中 輝 度 コ ネ
ク タ ２ ３ を 抜 去 し た 際 に 応 動 部 材 ４ ５ の 固 着 を 認 識 し て い る の で 、 動 作 モ ー ド は 故 障 モ ー
ド に 切 り 替 え ら れ て お り 、 大 光 量 の 照 明 光 が 光 源 装 置 １ か ら 出 射 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 絶 縁 シ ー ト ３ ２ の 脱 落 に よ る 故 障 に つ い て は 、 図 １ ２ （ ｄ ） を 参 照 し て 説 明 し た
光 学 式 セ ン サ ー ４ ８ の 故 障 の 場 合 と 同 様 の 処 理 が な さ れ る 。
　 本 実 施 例 に お い て も 、 ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合 せ に 基 づ い て 、 光 源 装 置
１ の 操 作 パ ネ ル 上 の 表 示 を 切 り 替 え る こ と が で き る 。 先 の 実 施 例 と 同 様 、 例 え ば 図 ８ の よ
う な 操 作 パ ネ ル ３ ６ が 用 い ら れ る 。 操 作 パ ネ ル ３ ６ 上 に 配 置 さ れ た 各 種 ス イ ッ チ ３ ７ や 表
示 用 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ８ の 種 類 に つ い て は 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 輝 度 ス イ ッ チ ３ ９ は 、 照 明 光 を 高 輝 度 や 低 輝 度 に 切 り 替 え る ス イ ッ チ で あ り 、 例 え ば 、
高 輝 度 の 照 明 光 に 耐 性 を 有 す る 、 外 科 用 ラ イ ト ガ イ ド を 接 続 す る と き に 使 用 す る 。 送 気 ／
送 水 ス イ ッ チ ４ １ は 、 送 気 や 送 水 の 機 能 の オ ン ／ オ フ を 切 り 替 え る ス イ ッ チ で あ る 。 透 過
照 明 ス イ ッ チ ４ ２ は 、 一 定 時 間 の み 大 光 量 を 照 射 し て 体 腔 内 の 内 視 鏡 位 置 を 目 視 に て 確 認
す る 際 に 用 い ら れ る 、 透 過 照 明 機 能 を 実 現 す る ス イ ッ チ で あ る 。 送 気 ／ 送 水 ス イ ッ チ ４ １
と 透 過 照 明 ス イ ッ チ ４ ２ と は 、 消 化 管 用 軟 性 鏡 の み で 使 用 さ れ る 。 な お 、 こ こ で の 消 化 管
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用 軟 性 鏡 は 、 中 輝 度 で 使 用 さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 実 施 例 に お け る 操 作 パ ネ ル ３ ６ の 表 示 の 切 り 替 え を 、 例 を 挙 げ て 説 明 す る 。 中 輝 度 で
使 用 さ れ る 消 化 管 用 軟 性 鏡 の ラ イ ト ガ イ ド を 接 続 す る と き は 、 輝 度 ス イ ッ チ ３ ９ を オ フ に
設 定 し 、 輝 度 表 示 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ０ を 消 灯 さ せ る 。 送 気 ／ 送 水 ス イ ッ チ ４ １ お よ び 透 過 照 明 ス イ
ッ チ ４ ２ を オ ン に 設 定 し 、 透 過 照 明 表 示 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ３ を 点 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 外 科 用 ラ イ ト ガ イ ド 等 の 、 高 輝 度 で 使 用 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド を 接 続 す る と き は 、 輝 度 ス
イ ッ チ ３ ９ を オ ン に 設 定 し 、 輝 度 表 示 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ０ を 点 灯 さ せ る 。 使 用 し な い 送 気 ／ 送 水 ス
イ ッ チ ４ １ お よ び 透 過 照 明 ス イ ッ チ ４ ２ は オ フ に 設 定 し 、 透 過 照 明 表 示 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ３ を 消 灯
さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 低 輝 度 で 使 用 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド の 接 続 あ る い は ラ イ ト ガ イ ド 未 接 続 の 状 態 に お い て は
、 騒 音 を 低 減 さ せ る た め 、 光 源 装 置 １ 内 部 の ポ ン プ 駆 動 を 停 止 さ せ る 。 加 え て 、 操 作 パ ネ
ル ３ ６ 上 の 設 定 ３ ７ ス イ ッ チ や 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ８ に よ っ て 示 さ れ る 機 能 は い ず れ も 用 い な
い と し て 、 全 て の 設 定 ３ ７ ス イ ッ チ を オ フ に 設 定 し 、 表 示 用 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ８ を 消 灯 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 光 源 装 置 に よ れ ば 、 接 続 さ れ る ラ イ ト ガ イ
ド コ ネ ク タ の 種 類 を 判 別 す る 種 類 判 別 手 段 が 、 ２ 個 の 光 学 式 セ ン サ ー か ら 構 成 さ れ る 。 低
輝 度 用 コ ネ ク タ 、 中 輝 度 用 コ ネ ク タ あ る い は 高 輝 度 用 コ ネ ク タ と 、 更 に 多 く の 種 類 の ラ イ
ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 判 別 が 可 能 と さ れ る 。 ま た 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 未 接 続 の 際 に 照 明
光 が 光 源 装 置 外 部 に 漏 れ る こ と を 防 止 す る 光 遮 断 手 段 が 、 チ ョ ウ バ ン に よ り 構 成 さ れ て い
る 。 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 挿 入 さ れ る と 、 チ ョ ウ バ ン の 曲 げ 上 げ 部 は 凡 そ 円 の 軌 跡 を 描
い て 移 動 す る 。 チ ョ ウ バ ン を 用 い る こ と で 、 こ の 軌 跡 の ば ら つ き を 考 慮 し て 十 分 に ク リ ア
ラ ン ス を 取 ら な く と も 、 安 定 し た 軌 跡 が 得 ら れ る 。 し た が っ て 、 よ り 省 ス ペ ー ス な 内 視 鏡
用 光 源 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 例 に お い て は ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー 、 チ ョ ウ バ ン を 用 い て い る が 、 こ れ に
限 ら れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 実 施 例 １ の 光 源 装 置 に お い て 光 遮 断 手 段 と し て チ ョ ウ バ
ン を 用 い る こ と や 、 本 実 施 例 の 光 源 装 置 に お い て 光 遮 断 手 段 と し て 遮 光 ば ね を 用 い る こ と
等 で も よ い 。 光 学 式 セ ン サ ー の 数 に つ い て も 、 上 記 実 施 例 １ 、 ２ に お い て は ２ 個 あ る い は
３ 個 用 い る 場 合 の 光 源 装 置 に つ い て 説 明 し た が 、 そ れ 以 上 設 け る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の 他 、 本 発 明 は 以 上 の 例 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 更 に 種 々 変 形 し て 実 施 す る こ と が で
き る 。
（ 付 記 １ ）
　 照 明 光 を 発 生 す る 光 源 ラ ン プ と 、
　 内 視 鏡 の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 受 と 、
　 前 記 コ ネ ク タ 受 に ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 接 続 さ れ た か 否 か を 判 別 す る 接 続 判 別 手 段 と
、
　 前 記 コ ネ ク タ 受 に 接 続 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 種 類 を 判 別 す る 種 類 判 別 手 段 と 、
　 前 記 接 続 判 別 手 段 お よ び 前 記 種 類 判 別 手 段 の 判 別 結 果 に 基 づ い て 制 御 を 行 う 制 御 部 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
（ 付 記 ２ ）
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 光 源 ラ ン プ の 光 量 を 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ に 記 載 の 内 視
鏡 用 光 源 装 置 。
（ 付 記 ３ ）
　 前 記 光 源 ラ ン プ か ら 発 せ ら れ た 照 明 光 の 光 路 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ
が 未 接 続 で あ る と き 、 前 記 コ ネ ク タ 受 か ら の 照 明 光 を 遮 断 す る 光 遮 断 手 段 と
を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ あ る い は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
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（ 付 記 ４ ）
　 前 記 光 遮 断 手 段 は 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 未 接 続 で あ る と き に 前 記 コ ネ ク タ 受 か
ら の 照 明 光 を 遮 断 す る 第 １ の 位 置 と 、 前 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 接 続 さ れ た と き に 前 記
第 １ の 位 置 か ら 退 避 す る 第 ２ の 位 置 と の 間 を 移 動 自 在 で あ り 、
　 前 記 接 続 判 別 手 段 は 、 前 記 光 遮 断 手 段 が 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 位 置 の い ず れ の 位 置 に あ
る か を 検 知 し 、 前 記 光 遮 断 手 段 が 前 記 第 １ の 位 置 に あ る こ と を 検 知 し た と き は 前 記 コ ネ ク
タ 受 に ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い な い と 判 別 し 、 前 記 光 遮 断 手 段 が 前 記 第 ２ の
位 置 に あ る こ と を 検 知 し た と き は 前 記 コ ネ ク タ 受 に ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ が 接 続 さ れ て い
る と 判 別 す る
こ と を 特 徴 と す る 付 記 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
（ 付 記 ５ ）
　 前 記 種 類 判 別 手 段 は 、
　 前 記 コ ネ ク タ 受 に 対 す る 前 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 挿 脱 方 向 に 沿 っ て 移 動 自 在 で あ っ
て 、 前 記 コ ネ ク タ 受 に 接 続 さ れ る 前 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 種 類 に 応 じ た 位 置 に 移 動 す
る 応 動 部 材 と 、
　 該 応 動 部 材 の 移 動 位 置 を 検 知 す る 検 知 手 段 と を 備 え 、
　 該 検 知 手 段 に よ り 検 知 さ れ た 移 動 位 置 に 基 づ き 、 前 記 コ ネ ク タ 受 に 接 続 さ れ た ラ イ ト ガ
イ ド コ ネ ク タ の 種 類 を 判 別 す る
こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ か ら ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
（ 付 記 ６ ）
　 前 記 光 遮 断 手 段 は 、 弾 性 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 付 記 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
（ 付 記 ７ ）
　 前 記 光 遮 断 手 段 は 、 蝶 番 か ら 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 付 記 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
（ 付 記 ８ ）
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 接 続 判 別 手 段 お よ び 前 記 種 類 判 別 手 段 の 判 別 結 果 に 基 づ い て 、 該 内
視 鏡 光 源 装 置 の 設 定 ス イ ッ チ あ る い は 表 示 部 を 切 り 替 え る こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ か ら ７
の い ず れ か １ つ に 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 全 体 構 成 に つ い て の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 シ ス テ ム の 光 源 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 光 源 装 置 の 光 学 系 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ に 係 る 、 光 源 装 置 の コ ネ ク タ 受 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 遮 光 ば ね の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 １ に お け る 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ と 種 類 判 別 手 段 と の 関 係 を 説 明 す る 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 １ に お け る 、 ２ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合 せ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 実 施 例 に お け る 操 作 パ ネ ル の 一 例 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 ２ に 係 る コ ネ ク タ 受 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 チ ョ ウ バ ン 、 コ イ ル ば ね の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 例 ２ に お け る 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ と 種 類 判 別 手 段 と の 関 係 を 説 明 す る
図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 実 施 例 ２ に お け る 、 ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合 せ を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ ３ 】 応 動 部 材 が 固 着 し た 場 合 に お け る ３ つ の 光 学 式 セ ン サ ー の 検 知 状 態 の 組 合 せ を
示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 技 術 に 係 る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 の 構 造 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 １ 　 　 　 光 源 装 置
　 ２ 　 　 　 内 視 鏡
　 ３ 　 　 　 内 視 鏡 シ ス テ ム
　 １ ０ 　 　 　 光 源 装 置
　 ２ ０ 　 　 　 光 学 式 セ ン サ ー
　 ２ １ 　 　 　 応 動 部 材
　 ２ ６ 　 　 　 光 学 式 セ ン サ ー
　 ２ ７ 　 　 　 遮 光 ば ね
　 ６ ３ 、 ６ ７ 、 ６ ８ 　 　 　 遮 光 部 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(14) JP 2005-334007 A 2005.12.8



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(15) JP 2005-334007 A 2005.12.8



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

(16) JP 2005-334007 A 2005.12.8



专利名称(译) 内视镜用光源装置

公开(公告)号 JP2005334007A 公开(公告)日 2005-12-08

申请号 JP2004152699 申请日 2004-05-24

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 大森浩司
大島睦巳
古源安一

发明人 大森 浩司
大島 睦巳
古源 安一

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/06

FI分类号 A61B1/06.D G02B23/24.A A61B1/00.640 A61B1/06.520 A61B1/06.610

F-TERM分类号 2H040/BA00 2H040/CA10 2H040/CA11 4C061/GG01 4C061/JJ11 4C061/JJ17 4C061/RR02 4C061
/RR25 4C161/GG01 4C161/JJ11 4C161/JJ17 4C161/RR02 4C161/RR25

其他公开文献 JP4733931B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种内窥镜光源装置，该内窥镜光源装置能够自动调
节光源装置中的安全光量，并且能够防止导光体和生物体燃烧。 光源灯
（12）产生照明光。 连接器接收器8可拆卸地连接内窥镜2的光导连接器
7。 连接确定装置26、27确定导光连接器7是否连接到连接器接收器8。 
类型识别装置20、21对连接到连接器接收器8的导光连接器7的类型进行
识别。 控制部分基于连接鉴别装置26、27和类型鉴别装置20、21的鉴别
结果进行控制。 [选择图]图4
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